
   

                               

 

 「Never give up

徒
と

全
ぜん

員
いん

が楽
たの

を「体
たい

育
いく

祭
さい

は例
れい

年
ねん

になく

あおぐことなく

群
ぐん

や東
とう

西
ざい

南
なん

どの生
せい

徒
と

も

りました。

 保
ほ

護
ご

者
しゃ

の

たくさんの

らしい体
たい

育
いく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

Never give up 

楽
たの

しむとともに

祭
さい

」に替
か

え

になく厳
きび

しい

あおぐことなく，実
じっ

行
こう

南
なん

北
ぼく

のチ
ち

ー
ー

も一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

りました。体
たい

育
いく

祭
さい

を

の皆
みな

様
さま

の中
なか

たくさんの保
ほ

護
ご

者
しゃ

や

育
いく

祭
さい

になったことを

                               

自分
じ ぶ ん

たちの

 ～深
ふか

める

しむとともに生
せい

徒
と みずか

え，実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

しい暑
あつ

さの中
なか

，

行
こう

委
い

員
いん

やリ
り

ーム
む

ごとに協
きょう

命
めい

やっていました。

を機
き

会
かい

に大
おお

きく

中
なか

には校
こう

庭
てい

の

や地
ち

域
いき

の皆
みな

様
さま

になったことを心
こころ

 

 

                               

たちの力
ちから

める絆
きずな

～」をス

自
みずか

らが創
つく

りあげることをめざし，

員
いん

を中
ちゅう

心
しん

に

，毎
まい

日
にち

のように

リ
り

ー
ー

ダ
だ

ー
ー

が前
まえ

協
きょう

力
りょく

し励
はげ

まし

やっていました。まさしく「

きく成
せい

長
ちょう

した

の草
くさ

取
と

りに

様
さま

に参
さん

観
かん

していただきました。

心
こころ

から感
かん

謝
しゃ

 

 

                               

 

力
ちから

で創
つ く

りあげた

～」をス
す

ロ
ろ

ー
ー

ガ
が

ン
ん

りあげることをめざし，

に 1学
がっ

期
き

から

のように全
ぜん

員
いん

で

前
まえ

に立
た

って

まし合
あ

う姿
すがた

まさしく「自

した平
だいら

っ子
こ

に来
き

てくださった

していただきました。

謝
しゃ

しています。ありがと

                               

あげた体
たい

ン
ん

に体
たい

育
いく

祭
さい

りあげることをめざし，

から取
と

り組
く

ん

で草
くさ

取
と

りを

って仲
なか

間
ま

を動
うご

かしてき

姿
すがた

がたくさんありましたし，

自
じ

分
ぶん

たちの

子
こ

たちの今
こん

後

てくださった方
かた

もいらっしゃいました。

していただきました。

ます。ありがと

 

 

                                

体
たい

育
い く

祭
さい

 

祭を 11日
にち

(水
すい

りあげることをめざし，昨
さく

年
ねん

度
ど

んできました。

を行
おこな

い，練
れん

習
しゅう

かしてきました。

がたくさんありましたし，

たちの力
ちから

で創
つく

り

後
ご

が楽
たの

しみ

もいらっしゃいました。

していただきました。多
おお

くの皆
みな

様
さま

ます。ありがとうございました。

 

 

水
すい

)に行
おこな

いました。

度
ど

までの「

きました。夏
なつ

休
やす

み

習
しゅう

では教
きょう

師
し

ました。当
とう

日
じつ

がたくさんありましたし，係
かかり

りあげた体
たい

育
いく

しみです。 

もいらっしゃいました。

様
さま

に支
ささ

えられて

うございました。

ました。生
せい

の「体
たい

育
いく

大
たい

会
かい

」

み明
あ

けから

師
し

の指
し

示
じ

を

日
じつ

は色
いろ

別
べつ

の

係
かかり

の仕
し

事
ごと

は

育
いく

祭
さい

」とな

もいらっしゃいました。当
とう

日
じつ

は，

られてすば

うございました。 

 

 

生
せい

」

から

を

の

」とな

，



☆☆ エ
え

ア
あ

コ
こ

ン
ん

 ☆☆ 

 夏
なつ

休
やす

み中
ちゅう

に普
ふ

通
つう

教
きょう

室
しつ

のエ
え

ア
あ

コ
こ

ン
ん

取
と

り付
つ

け工
こう

事
じ

が行
おこな

われましたが，配
はい

管
かん

工
こう

事
じ

がまだ終
お

わ

っていないので，使
つか

うことができません。秋
あき

から冬
ふゆ

にかけて工
こう

事
じ

が行
おこな

われ，完
かん

了
りょう

するのは

冬
ふゆ

休
やす

み明
あ

けになるということです。まだ工
こう

事
じ

が全
まった

く始
はじ

まっていない学
がっ

校
こう

もあり，令
れい

和
わ

2年
ねん

度
ど

に市
し

内
ない

小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

が一
いっ

斉
せい

に使
つか

えるようになるそうです。教室
きょうしつ

にはスイッチ
す い っ ち

も取
と

り付
つ

けられて

いるのに本
ほん

当
とう

に残
ざん

念
ねん

ですが，来
らい

年
ねん

度
ど

までの我
が

慢
まん

です。まだまだ暑
あつ

い日
ひ

 

が続
つづ

くので，保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

にもご心
しん

配
ぱい

をおかけしますが，ご理
り

解
かい

をお 

願
ねが

いします。 

 

☆☆ パ
ぱ

ン
ん

注
ちゅう

文
もん

 ☆☆ 

 本
ほん

校
こう

では，家
か

庭
てい

から持
じ

参
さん

する弁
べん

当
とう

あるいはデ
で

リ
り

バ
ば

リ
り

ー
ー

給
きゅう

食
しょく

が昼
ちゅう

食
しょく

の基
き

本
ほん

ですが，パ
ぱ

ン
ん

注
ちゅう

文
もん

もあります。数
すう

年
ねん

前
まえ

までは，弁
べん

当
とう

を忘
わす

れた生
せい

徒
と

のための予
よ

備
び

食
しょく

としてのパ
ぱ

ン
ん

注
ちゅう

文
もん

が多
おお

くの学
がっ

校
こう

にありましたが，デ
で

リ
り

バ
ば

リ
り

ー
ー

給
きゅう

食
しょく

が導
どう

入
にゅう

されたことによってなくなっていきま

した。ところが，本
ほん

校
こう

ではパ
ぱ

ン
ん

注
ちゅう

文
もん

が続
つづ

けられているうえに，予
よ

備
び

食
しょく

としてではなく，家
か

庭
てい

弁
べん

当
とう

やデ
で

リ
り

バ
ば

リ
り

ー
ー

給
きゅう

食
しょく

と対
たい

等
とう

の扱
あつか

いであることに大
たい

変
へん

驚
おどろ

きました。 

ところで，１学
がっ

期
き

にパ
ぱ

ン
ん

注
ちゅう

文
もん

のできる日
ひ

が 47日
にち

あったのですが，20 日
は つ か

以
い

上
じょう

注
ちゅう

文
もん

をし

た生
せい

徒
と

が 10名
めい

，中
なか

には 30日
にち

以
い

上
じょう

も注
ちゅう

文
もん

した生
せい

徒
と

もいました。パ
ぱ

ン
ん

が好
す

きという生
せい

徒
と

も

いると思
おも

いますが，毎
まい

日
にち

のようにパ
ぱ

ン
ん

注
ちゅう

文
もん

による昼
ちゅう

食
しょく

というのはどうでしょうか。パ
ぱ

ン
ん

は

デ
で

リ
り

バ
ば

リ
り

ー
ー

給
きゅう

食
しょく

に比
くら

べて，炭
たん

水
すい

化
か

物
ぶつ

が多
おお

く栄
えい

養
よう

バ
ば

ラ
ら

ン
ん

ス
す

がとれないうえ，腹
はら

持
も

ちもよくな

く，育
そだ

ち盛
ざか

りの中
ちゅう

学
がく

生
せい

の毎
まい

日
にち

の昼
ちゅう

食
しょく

としては疑
ぎ

問
もん

です。それに対
たい

してデ
で

リ
り

バ
ば

リ
り

ー
ー

給
きゅう

食
しょく

は，

小
しょう

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

と同
どう

様
よう

に教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

の栄
えい

養
よう

教
きょう

諭
ゆ

によって献
こん

立
だて

が考
かんが

えられており，栄
えい

養
よう

バ
ば

ラ
ら

ン
ん

ス
す

がとれているうえに 300円
えん

という安
やす

さです。以
い

前
ぜん

より味
あじ

もよくなり，家
か

庭
てい

弁
べん

当
とう

を忘
わす

れた

当
とう

日
じつ

でも注
ちゅう

文
もん

して食
た

べることができます。 

食
た

べることは生
い

きるための基
き

本
ほん

です。特
とく

に，小
しょう

中
ちゅう

学
がく

 

生
せい

の時
じ

期
き

の「食
しょく

」は人
じん

生
せい

にも大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えます。 

昼
ちゅう

食
しょく

を注
ちゅう

文
もん

するのなら，パ
ぱ

ン
ん

ではなくデ
で

リ
り

バ
ば

リ
り

ー
ー

給
きゅう

 

食
しょく

にすることを検
けん

討
とう

してはいかがでしょうか。 

 


